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【表紙画像説明】
（上図）ジェームズウェッブ宇宙望遠鏡により撮影された赤方偏移 0.73（約 65億年前）の銀河「ドラ
ゴン」．銀河団エイベル 370によって引き起こされる重力レンズ効果により，その見た目が長く引き伸ば
されている．（下図）「ドラゴン」の左側の領域で，1年おきの 2回の観測の比較を行った拡大図．
2022年に映っていた点源が 2023年の観測では見えなくなっており，また反対に新たに現れる点源も存在
している．それぞれが，マイクロレンズ効果により現れては消える赤方偏移 0.73の銀河中の恒星を捉え
ている．実線の半十字および破線の半十字が 2022年および 2023年のみにみられる重力レンズされた恒
星の位置を示している．
【今月の表紙デザイン】

1月は「初日の出」です．お雑煮を海に見立てて，日が昇ってきた様子を描いています．365日，日は
昇りますが，新しい年のスタートと重なって，より特別に感じられます．皆さまの一年が素敵なものにな
りますように！

表紙制作　北海道情報大学 准教授・ 
イラストレーター　 
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